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総
額
二
百
二
十
七
億
千
四
百
七
十
六
万
円
を
計
上
し
た
平
成

10
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
２
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
市

議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

平
成
10
年
度
の
予
算
は
、
税
収
入
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
厳

し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
・

合
理
化
、
行
政
の
簡
素
化
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
の
財
政
運
営

の
健
全
性
に
留
意
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的

に
配
分
し
ま
し
た
。

急
速
に
進
む
高
齢
社
会
、
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
移
行
な
ど
、

緊
急
的
な
政
策
課
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
「
瑞
浪
市
第
四
次
総
合
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
教
育
施

設
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
や
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
主
要
施

策
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
は
百
二
十

四
億
三
千
九
百
万
円
で
、
対
前
年
比

三
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
停
滞
、

特
別
減
税
の
実
施
な
ど
か
ら
、
対
前

年
比
一
・
〇
％
減
の
五
十
億
八
千
六

百
万
円
、
地
方
交
付
税
は
十
三
・

五
％
増
の
二
十
三
億
五
千
万
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
新
設
さ
れ
た
地

方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
四

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
に

努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

歳
　
入

歳 入

※
そ
の
他
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
地
方
譲
与

税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
繰
越
金
な
ど
で
す
。

市民１人に使われる一般会計予算
※人口＝41,702人（４月１日現在）

民生費
59,387円

教育費
58,734円

土木費
42,008円

総務費
39,066円

公債費
32,416円

その他
66,672円

総　額
298,283円

一般会計予算

▲施政方針を述べる高嶋市長
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民
生
費
に
高
齢
社
会
に
対
応
す
る

た
め
の
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

24
時
間
対
応
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
平
成
12
年
度
か
ら
の
「
公
的

介
護
保
険
制
度
」
導
入
に
対
応
す
る

た
め
の
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
モ
デ

ル
事
業
、　ま
た
、　
教
育
費
に
稲
津
中
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業
や
釜
戸
公

民
館
改
築
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
市
営
住
宅
建
設
事

業
、
未
給
水
地
域
対
策
事
業
、
ご
み

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
や
ご
み

焼
却
場
改
築
調
査
委
託
事
業
な
ど
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的

に
配
分
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
予

算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

歳
　
出

歳 出

※
そ
の
他
は
、
諸
支
出
金
と
予
備
費
で
す
。

平成10年度　一般会計・特別会計等予算

会　計　区　分 10年度予算額 ９年度予算額 伸び率

一 般 会 計 124億3900万円 119億7500万円 3.9%

特 別 会 計 90億8630万円 89億7110万円 1.3%

あ け よ 温 泉 白 寿 荘 1億1490万円 1億1350万円 1.2%

老 人 保 健 事 業 33億9100万円 31億4700万円 7.8%

国 民 健 康 保 険 事 業 23億5800万円 22億3200万円 5.6%

農 業 集 落 排 水 事 業 4億6770万円 3億9250万円 19.2%

瑞浪中央土地区画整理事業 12億9000万円 16億3200万円 △21.0%

下 水 道 事 業 12億3800万円 12億3600万円 0.2%

簡 易 水 道 事 業 2億2670万円 2億1810万円 3.9%

水 道 事 業 会 計 11億8946万円 11億7960万円 0.8%

予 算 総 額 227億1476万円 221億2570万円 2.7%

●心のふれあうまちづくり

身体障害者保護措置事業 4,637

精神薄弱者保護措置事業 13,779

老人保護措置事業 27,412

要援護老人訪問介護事業 9,207

特別養護老人ホーム建設補助事業 3,000

老人デイサービス事業 12,933

デイサービス送迎車両購入事業 382

訪問入浴サービス事業 567

延長保育等保育補充事業 4,777

●人と地球にやさしい生活環境づくり

ごみ資源リサイクル推進事業 1,084

ごみ焼却場改築調査委託事業 5,423

リサイクルごみ運搬用車両購入事業 320

し尿収集運搬業務委託事業 13,800

合併浄化槽設置推進事業 4,479

防火水槽設置事業 2,450

●個性と魅力あるまちづくり

飲料水供給施設整備補助事業 5,625

益見羽広線整備事業 10,000

先端科学技術体験センター関連事業 4,000

釜戸駅前大橋橋梁架替事業 5,000

公園線整備事業 5,100

市営住宅建設事業 28,900

●21世紀を担う心豊かなひとづくり

瑞浪小学校プール改築事業 17,500

稲津中学校屋内運動場改築事業 43,307

瑞浪幼稚園グランド整備事業 2,180

文化芸術振興事業 3,263

総合文化センター大規模改修事業 5,999

釜戸公民館改築事業 37,375

市之瀬記念美術館学習活動事業 266

歴史の道整備事業 3,000

●暮らし豊かなまちづくり

竜吟峡森林空間総合整備事業 7,290

竜吟線公共林道整備事業 4,000

土地改良事業 5,381

バス路線維持対策事業 1,857

セラミックマシンショウ開催事業 2,303

世界一の大型陶製茶つぼ制作事業 600

鬼岩公園歩道等整備事業 2,100

商店街活性化総合支援事業 500

平成10年度の主な事業
単位：万円（千円未満は切り捨て）

平成10年度
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●
瑞
浪
市
部
課
設
置
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
【
介
護
保
険
の
円
滑
な
導
入
や
未

給
水
区
域
の
解
消
な
ど
に
向
け

て
、
二
つ
の
部
名
の
変
更
お
よ
び

課
の
新
設　
・　
統
廃
合
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
る

特
別
減
税
の
実
施
に
伴
う
、
徴
収

方
法
の
特
例
な
ど
条
文
の
整
備
を

行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
職
員
特
殊
手
当
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
調
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に

支
給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

範
囲
に
保
育
園
を
加
え
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
教
育
長
の
給
与
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
教
育
長
の
給
料
月
額
を
一
般
職

給
料
表
の
適
用
か
ら
定
額
（
月
額

65
万
円
）　に
改
め
、　支
給
方
法
な
ど

を
特
別
職
と
同
様
と
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
瑞
浪
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
所
掌
事
項
に
、
教
育
長
の
給
料

の
額
の
諮
問
を
加
え
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
保
育
園
入
園
措
置
条
例
及

び
瑞
浪
市
保
育
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
「
保
育
園
へ
の
入
園
措
置
」

を
「
保
育
の
実
施
」
に
改
め
る
な

ど
条
文
の
整
備
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
及
び
瑞
浪
市
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
法

の
名
称
変
更
に
伴
う
条
文
の
整
備

を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度

額
を
52
万
円
か
ら
53
万
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【　
消　
防　
団　
員　
の　
処　
遇　
改　
善　
を　
図　
る　
た　

め
、
報
酬
の
引
上
げ
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、　「
母
子
寮
」　
が　
「
母
子
生
活
支

援
施
設
」
に
改
称
さ
れ
る
こ
と
に

伴
う
条
文
の
整
備
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
監
査
委
員
に
勝
股
敬
氏
（
稲
津

町
萩
原
三
一
九
番
地
の
二
、
49
歳
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同

意
を
求
め
る
も
の
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
人
権
擁
護
委
員
小
板
初
臣
氏
の

退
任
に
伴
い
、
西
尾
善
英
氏
（
宮

前
町
一
丁
目
四
七
番
地
、
44
歳
）

を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
三
億
九
千
八

百
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
三
十

一
億
五
千
六
百
八
十
万
円
と
す
る

も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）

【
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、

繰
入
金
を
三
千
六
百
万
円
減
額

し
、
市
債
を
三
千
六
百
万
円
借
り

入
れ
す
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算　
（
第
二
号
）

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

を
一
億
二
千
七
百
三
十
四
万
円
減

額
し
、
総
額
を
三
十
億
二
千
五
百

万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
を
二
億
二
千
万
円
減
額
し
、

総
額
を
一
億
七
千
二
百
五
十
万
円

と
す
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

【
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、

財
産
収
入
を
三
億
八
千
三
百
万
円

増　
額　
し　
、　市　
債　
に　
よ　
る　
借　
入　
れ　
を　
三　

億　
八　
千　
三　
百　
万　
円　
減　
額　
す　
る　
も　
の　
】　

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
予

算
【
総
額
百
二
十
四
億
三
千
九
百
万

円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温

平
成
10
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日

ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
二
件
の
報
告
と
、
条
例
案
件
十
件
、
人
事
案
件
二
件
、

予
算
案
件
十
四
件
、
そ
の
他
案
件
二
件
、
議
員
発
議
四
件
、
請
願
一

件
の
合
計
三
十
三
件
が
審
議
さ
れ
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
っ

た
請
願
一
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
２
日
　
本
会
議

（
会
期
の
決
定
、
役
員
選
挙
）

３
月
５
日
　
本
会
議

（
諸
般
の
報
告
、
議
案
上
程
）

３
月
11
日
　
本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
）

３
月
12
日
　
本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
、
議
案
質

疑
、
採
決
、
委
員
会
付
託
）

３
月
13
日
　
委
員
会

（
企
画
総
務
委
員
会
）

３
月
16
日
　
委
員
会

（
市
民
厚
生
委
員
会
）

３
月
17
日
　
委
員
会

（
文
教
経
済
委
員
会
）

３
月
18
日
　
委
員
会

（
建
設
水
道
委
員
会
）

３
月
23
日
　
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、
追
加
議
案

上
程
、
討
論
、
採
決
）

●
会
期
日
程

条

例

案

件

人

事

案

件

予

算

案

件
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泉
白
寿
荘
特
別
会
計
予
算

【
総
額
一
億
千
四
百
九
十
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
予
算

【
総
額
三
十
三
億
九
千
百
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

【
総
額
二
十
三
億
五
千
八
百
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

【
総
額
四
億
六
千
七
百
七
十
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

【
総
額
十
二
億
九
千
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

【
総
額
十
二
億
三
千
八
百
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

【
総
額
二
億
二
千
六
百
七
十
万
円
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
予
算

【
総
額
十
一
億
八
千
九
百
四
十
六

万
円
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
竜
吟
峡
整
備
計
画
の
推
進
に
伴

い
、
市
道
竜
吟
湖
線
を
林
道
と
し

て　
整　
備　
す　
る　
た　
め　
廃　
止　
す　
る　
も　
の　
】　

●
市
有
財
産
（
土
地
）
の
処
分
に
つ

い
て

【
日
吉
町
五
一
七
六
番
一
他
八
筆

の
土
地
を
工
場
適
地
と
し
て
、
中

工
精
機
株
式
会
社
に
売
り
払
う
も

の
】

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て
）

【
市
道
側
溝
の
蓋
の
跳
ね
上
が
り

に
よ
る
事
故
の
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
】

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

【
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発

公
社
補
正
予
算
、
平
成
十
年
度
瑞

浪
市
土
地
開
発
公
社
予
算
、
平
成

十
年
度
財
団
法
人
瑞
浪
市
施
設
公

社
予
算
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
】

●
瑞
浪
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
市
の
行
政
組
織
変
更
に
伴
い
、

常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
す

る
条
文
の
整
備
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
議
会
の
議
員
定
数
減
少
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
次
の
一
般
選
挙
か
ら
瑞
浪
市
議

会
の
議
員
の
定
数
を
、
現
行
の
二

十
四
人
か
ら
二
人
減
少
し
て
二
十

二
人
と
す
る
も
の
】

●
公
務
員
倫
理
法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て

【
公
務
員
の
不
祥
事
を
根
絶
す
る

た
め
、
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
と

透
明
化
の
強
化
を
図
り
、
再
び
不

祥
事
に
よ
り
社
会
全
般
に
疑
惑
や

不
信
感
を
与
え
る
こ
と
を
無
く
す

た
め
、
さ
ら
な
る
規
制
の
強
化
を

図
っ
た
「
公
務
員
倫
理
法
」
を
今

国
会
で
制
定
す
る
よ
う
政
府
へ
意

見
書
を
提
出
す
る
も
の
】

●
閉
会
中
の
調
査
及
び
委
員
派
遣
承

認
要
求
に
つ
い
て

【
企
画
総
務
委
員
会
、
市
民
厚
生

委
員
会
、
文
教
経
済
委
員
会
、
建

設
水
道
委
員
会
の
委
員
を
議
会
閉

会
中
に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
承
認
を
求
め
る
も
の
】

●
労
働
法
制
の
全
面
改
悪
に
反
対

し
、
男
女
と
も
人
間
ら
し
く
働
く

ル
ー
ル
の
確
立
と
労
働
行
政
の
充

実
を
求
め
る
請
願

４
月
１
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
（
退
職
者
は
す
べ
て
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
配

置
替
え
を
伴
わ
な
い
昇
任
・
昇
格
お

よ
び
兼
務
・
併
任
は
除
き
ま
し
た
。

【
部
長
級
】
▽
総
務
部
長
（
議
会
事

務
局
長
）
森
琢
雄
▽
市
民
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
兼
介
護
保
険
対
策

準
備
室
長
（
市
民
部
長
）
加
藤
千
昭

▽
経
済
環
境
部
次
長
兼
環
境
課
長
兼

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
次
長
兼
交
通
安

全
対
策
推
進
室
次
長
（
区
画
整
理
課

長
）
小
栗
一
樹
▽
建
設
水
道
部
長
兼

小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
対
策
事

務
局
長
兼
交
通
安
全
対
策
推
進
室
総

括
次
長
（
建
設
部
長
）
森
川
修
三
▽

建
設
水
道
部
次
長
（
建
設
部
次
長
兼

水
道
課
長
）
安
保
征
示
▽
教
育
事
務

次
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
梶
田
勝
美

▽
議
会
事
務
局
長
（
教
育
事
務
次
長
）

寺
林
康
博

【
課
長
級
】
▽
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
所
長
（
浄
化
セ
ン
タ
ー

所
長
）
今
井
埼
男
▽
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
（
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
所
長
）
伊
藤
晴
規

▽
福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保
険
対
策
準

備
室
次
長
　
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

（
福
祉
課
主
任
主
査
兼
高
齢
福
祉
係

長
）
岩
島
恵
造
▽
保
険
年
金
課
長
兼

介
護
保
険
対
策
準
備
室
次
長
（
市
民

課
長
）
加
知
俊
允
▽
健
康
増
進
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
介
護
保
険

対
策
準
備
室
次
長
（
児
童
課
長
）
有

賀
義
和
▽
市
民
課
長
兼
市
民
相
談
室

長
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
市
岡
邦

子
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
室
次
長
兼
衛
生
セ
ン

タ
ー
所
長
（
環
境
課
長
兼
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
室
次
長
）
安
藤
昌
文
▽
都
市

計
画
課
長
（
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼

施
設
係
長
）
田
中
寿
保
▽
区
画
整
理

課
長
（
区
画
整
理
課
長
補
佐
兼
計
画

係
長
）
伊
藤
猛
▽
下
水
道
課
長
（
企

画
政
策
課
主
幹
）
工
藤
輝
夫
▽
水
道

課
長
（
都
市
計
画
課
長
）
小
栗
基
春

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
管
財
課
長

補
佐
兼
施
設
係
長
）
安
藤
晴
夫
▽
生

涯
学
習
課
長
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
次
長
）

古
田
正
博
▽
中
央
学
校
給
食
共
同
調

理
場
所
長
兼
陶
学
校
給
食
共
同
調
理

場
所
長
（
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
所
長
）
小
栗
義
一
▽
消
防
署

長
（
警
防
課
長
）
大
竹
滋
彦
▽
警
防

課
長
（
予
防
課
長
）
足
立
一
樹

【
退
職
者
】
▽
堀
田
重
隆
（
総
務
部

長
）
▽
渡
辺
栄
二
（
市
民
部
参
事
）

▽
吉
村
育
子
（
あ
け
よ
温
泉
白
寿
荘

所
長
）
▽
井
口
孝
公
（
下
水
道
課
長
）

▽
水
野
晃
市
（
陶
磁
資
料
館
次
長
）

▽
熊
谷
美
穂
（
日
吉
保
育
園
）
▽
渡

辺
金
一
（
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）
▽
成
瀬
智
子
（
あ
け
よ
温
泉
白

寿
荘
）
▽
亀
山
幸
子
（
陶
小
学
校
）

▽
塚
本
弘
子
（
瑞
浪
小
学
校
）

そ

の
他
案
件

報

告

案

件

議

員

発

議

請
　
　
　
願
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温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
渡
辺
徳
三
様
＝
四
万
五
千
三
百

円
、
高
齢
者
福
祉
の
た
め
に

▼
安
藤
ち
づ
子
様
＝
百
万
円
、
社
会

福
祉
事
業
へ

▼
山
路
雄
三
様
＝
三
万
円
、
社
会
福

祉
事
業
へ

▼
日
吉
婦
人
学
級
Ａ
様
＝
二
万
円
、

社
会
福
祉
事
業
へ

▼
陶
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
佐
藤

卓
矢
）
様
＝
温
風
ク
リ
ア
ヒ
ー
タ

ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
掛
け
時
計
２

個
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
稲
津
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
小

林
由
和
）
様
＝
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
ジ
ュ
ー
タ
ン
天
才
ひ
ろ
ば

５
枚
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
み
ど
り
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長

後
藤
秀
章
）
様
＝
Ｃ
Ｄ
ポ
ー
タ
ブ

ル
シ
ス
テ
ム
、
遊
戯
室
ス
テ
ー
ジ

幕
一
式
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
桔
梗
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
土

屋
泰
次
郎
）
様
＝
絵
本
書
架
２
台
、

保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
竜
吟
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
熊

谷
勝
朗
）
様
＝
カ
ン
ト
リ
ー
キ
ッ

チ
ン
３
台
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
日
吉
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
野

村
高
二
）
様
＝
砂
場
ユ
ニ
ッ
ト
一

式
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

▼
一
色
保
育
園
保
護
者
会
（
会
長
村

瀬
重
明
）　様
＝
象
の
す
べ
り
台
、　キ

ー
ボ
ー
ド
、
保
育
環
境
の
充
実
へ

晃大くんは、機関車トーマスに夢中

な元気な男の子。遥さんは、ちょっぴ

りさびしがり屋ですが、何にでも興味

を持つやさしい女の子です。

お母さんたちは、優しい子に育って

ほしいと話していました。

－土岐児童センター－

ご
み
を
片
付
け
る
市
の
職
員

３
月
27
日
、
『
瑞
浪
市
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
条
例
』
が
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
の
に
先
立
ち
、
ご
み

の
不
法
投
棄
が
特
に
ひ
ど
い
市
内
十

数
カ
所
で
、
市
職
員
12
名
が
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
た
ち
は
、
小
雨
の
な
か
国
道

や
県
道
の
待
避
所
や
道
路
沿
い
に
捨

て
ら
れ
た
大
量
の
ご
み
を
、
可
燃
物
、

不
燃
物
な
ど
に
分
別
し
な
が
ら
懸
命

に
片
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
21
日
に
は
、
釜
戸
ソ

フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
な
ど

15
名
に
よ
り
、
通
学
路
の
ご
み
拾
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、

ご
み
の
多
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
少

し
で
も
こ
の
町
が
き
れ
い
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
、
通
い
慣

れ
た
道
路
の
空
き
缶
や
ご
み
を
拾

い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
や
め
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲通学路のごみ拾いをする釜戸ソフ

トスポーツ少年団のみなさん

◆と　き ５月５日 ９時より

◆ところ 瑞浪陶磁資料館

◆内　容 鉢形ボールに粘土を押し付

けて鉢をつくる

◆講　師 根崎　隆博さん（陶芸家）

◆受講料 １人　1,500円

◆定　員 25人

◆申込期限 ５月１日

◆申込先 瑞浪陶磁資料館

67－2506

工藤　晃大
あきひろ

くん（２歳）

山口　遥
はるか

さん（２歳）
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３
月
29
日
、
大
湫
町
の
旧
中
山
道

琵
琶
峠
北
側
の
山
林
で
、
町
民
の
心

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
、
樹
齢
千
三
百
年
を
超
え
る
神
明

神
社
の
大
杉
の
子
ど
も
を
育
て
よ
う

と
す
る
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
は
、
幼
児
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約
百
八
十
人
の
町
民
が
参
加

し
、
地
元
の
山
口
清
重
さ
ん
ら
有
志

が
大
杉
の
実
か
ら
採
取
し
た
種
か
ら

育
て
た
大
杉
の
苗
な
ど
約
四
千
五
百

本
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
自
然
や

環
境
を
大
事
に
す
る
心
を
未
来
へ
伝

え
よ
う
と
、
家
族
や
仲
間
た
ち
と
協

力
し
合
っ
て
、
苗
を
１
本
１
本
て
い

ね
い
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

大
杉
の
苗
を
植
え
る
み
な
さ
ん

３
月
26
日
、
岐
阜
市
の
長
良
川
弓

道
場
で
開
か
れ
た
第
16
回
全
国
高
校

弓
道
選
抜
大
会
で
、
中
京
商
業
高
等

学
校
弓
道
部
が
男
子
団
体
で
見
事
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

毎
日
朝
と
放
課
後
の
厳
し
い
練
習

を
積
ん
で
き
た
メ
ン
バ
ー
は
、
鍛
え

抜
か
れ
た
精
神
力
を
発
揮
し
、
団
体

優
勝
と
団
体
・
個
人
と
も
に
技
能
優

秀　
賞　
と　
い　
う　
三　
冠　
を　
手　
に　
し　
ま　
し　
た　
。　

３
月
27
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
高

嶋
市
長
に
優
勝
報
告
を
し
た
メ
ン
バ

ー
は
、
「
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
も
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲優勝報告に訪れた弓道部のみなさん

あなたの街から ～瑞浪市～

若者たちの三番叟
～瑞浪半原操り人形浄瑠璃保存会～

放送日時　 ４月28日

18時10分～18時30分

文/化/財/紹/介

堂ヶ坂
ど う が さ か

の宝筺印塔
ほうきょういんとう

（市　指　定）

所在地　釜戸町2093番地の１

市内に現存する在銘
ざいめい

の石造物としては古

いもので、室町時代に３代目美濃国守護
み の の く に し ゅ ご

と

なった土岐
と き

頼明
よりあき

の墓と言われています。

この堂ケ坂の宝筺印塔は、全高1 6 3 c m

という立派なもので、五輪塔
ごりんとう

２基とともに

置かれており、塔身裏面に刻印文があり、

頼明の没年である「貞和四季中冬下旬」な

どの文字が認められます。

企画展

瑞浪陶芸協会作品展
●期　間 ５月31日 まで

●場　所 瑞浪陶磁資料館

瑞浪陶芸協会員1 0名の作家が「蒔
ま く

」を

テーマに、得意な技法と釉薬を駆使して制作

した自信作品を展示します。

岐阜テレビ
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自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
の
育
成
を

重
視
し
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

沿
っ
た
教
育
の
実
現
の
た
め
の
諸
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選

択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成

果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
な

「
生
涯
学
習
社
会
」
を
築
く
た
め
に

諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

個
性
豊
か
な
文
化
を
育
て
る
た

め
、
芸
術
創
作
活
動
の
振
興
、
文
化

振
興
の
た
め
の
人
材
育
成
・
人
材
確

保
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
等
の
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も　
・　
だ
れ
で
も
」　ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
体
制
を
確
立
し
、
体
育
施

設
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

教
育
施
設
の
改
善
と
整
備
を
積
極

的
に
推
進
す
る
。

私
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
創

造
的
で
活
力
あ
る
社
会
を
創
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

と
温
も
り
を
持
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
、
教
育
・

学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
教
育
に
関
す
る
理
念
、
市
民
憲
章

の
精
神
と
第
四
次
総
合
計
画
の
目
標
都
市
像
『
自
然
・
文
化
・
交
流
を

育
む
　
と
き
め
き
の
ま
ち
瑞
浪
』
を
ふ
ま
え
、
『
21
世
紀
を
担
う
心
豊
か

な
人
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
た
め
に
、
瑞
浪
市
の
平
成
10
年
度
教
育
の

方
針
と
重
点
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
３
日
、
瑞
浪
市
体
育
指
導
委

員
の
委
嘱
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

体
育
指
導
委
員
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

を
図
る
た
め
に
、
組
織
の
育
成
を
は

じ
め
、
実
技
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
行
事
や
事
業
に
参
加
し
、
協
力

す
る
こ
と
が
主
な
活
動
と
な
り
ま

す
。委

嘱
さ
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

瑞
浪
地
区

加
藤
英
夫
、
松
井
文
子
、

細
川
善
正
、
加
藤
春
海

土
岐
地
区

梶
田
静
子
、
兼
松
昭
平
、

土
岐
幸
子
、
丹
羽
信
三

稲
津
地
区

柴
田
増
三
、
伊
藤
　
治
、

岩
島
智
子

陶

地

区

保
母
徳
生
、
鈴
木
三
郎
、

小
木
曽
敏
明

釜
戸
地
区

水
野
辰
英
、
西
戸
利
彦
、

中
島
輝
美

日
吉
地
区

田
中
和
美
、
金
森
正
之
、

加
藤
ゆ
み
子

大
湫
地
区

古
橋
起
洋
史

明
世
地
区

松
原
昭
彦
、
安
藤
　
功

体
育
指
導
委
員
23
名
を
委
嘱

〜
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
〜

◎
生
涯
学
習
の
振
興

◎
文
化
・
芸
術
の
振
興

◎
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◎
教
育
施
設
の
充
実

◎
学
校
教
育
の
充
実

生涯学習施設　５月の休館日

総合文化センター ４～６日、11日、18日、25日

市 民 図 書 館 ４～６日、11日、18日、25日、28～31日

市民 体育 館 ６日、７日、８日、12日、19日、26日

化石 博物 館　
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

１日、６日、７日、８日、11日、

18日、25日

※市之瀬記念美術館臨時休館日＝9日

文 化 会 館 ７日、14日、21日、28日
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コ
ラ
ム　
・　
生
涯
学
習

い
じ
め
、
校
内
暴
力
、
非
行
少

年
、
不
良
行
為
少
年
の
増
加
、
薬

物
乱
用
の
危
機
、
児
童
幼
児
へ
の

声
か
け
犯
の
増
加
、
最
近
目
立
つ

の
は
、
以
前
に
は
考
え
も
及
ば
な

か
っ
た
刃
物
事
件
な
ど
、
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
世

の
中
が
し
ゃ
き
っ
と
し
な
い
。
み

ん
な
が
努
力
し
て
い
る
が
事
態
は

好
転
し
な
い
。
家
庭
機
能
の
崩
壊

も
目
に
余
る
。

総
理
府
の
一
万
人
調
査
（
平
成

５
年
実
施
）
の
『
最
近
は
家
庭
の

し
つ
け
や
教
育
す
る
力
が
低
下
し

て
い
る
か
』
の
問
い
に
「
そ
う
思

う
75
％
・
思
わ
な
い
15
％
」
、『
低

下
の
原
因
は
』
で
は
「
過
保
護
、

甘
や
か
し
の
親
の
増
加
65
％
」

「
し
つ
け
に
無
関
心
35
％
﹈
と
答

え
て
い
ま
す
。「
し
つ
け
・
教
育
」

が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

本
来
、　「
し
つ
け
」　
に
は
、　
仕
付
、　

躾
、

の
字
が
当
て
ら
れ
ま
す
。

普
通
に
は
、
縫
い
目
を
そ
ろ
え
て

着
物
に
す
る
仮
縫
い
を
意
味
し
ま

す
。
躾
、

の
字
の
よ
う
に
身
を

美
し
く
、
こ
の
身
を
花
の
よ
う
に

す
る
と
も
い
え
ま
す
。
「
美
し
さ

を
も
つ
礼
儀
作
法
」
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
へ
の
し
つ
け
教
育
は
、

根
気
よ
く
あ
た
る
、
そ
の
時
そ
の

場
で
教
え
る
、
親
が
模
範
を
示
す
、

誠
意
を
も
っ
て
教
え
る
、
の
四
つ

が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。今

の
時
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
だ
れ
に
も
得
ら
れ
ま
す
。
世

相
の
変
化
も
早
く
、
激
し
い
こ
と

も
事
実
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が

「
忙
し
い
」
状
態
を
か
も
し
だ
し

て
い
ま
す
。
「
忙
し
い
」
「
時
代
は

変
わ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
隠
れ

み
の
に
し
、
私
た
ち
大
人
が
行
動

に
移
せ
な
い
理
由
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち

に
教
え
、
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
親
か
ら
の
大
切
な
贈
り
物
「
し

つ
け
の
日
常
行
動
」
を
、
今
一
度

そ
し
ゃ
く
し
、
そ
の
教
え
を
わ
が

子
・
孫
に
伝
え
る
こ
と
が
親
・
大

人
の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
躾

し
つ
け

」

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
自
ら
の
健
康
・
体
力
づ

く
り
を
図
る
た
め
、
各
年
齢
に
適
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
日
常
生
活
の
中

で
定
期
的
・
継
続
的
に
行
い
、
ス
ポ

ー
ツ
の
生
活
化
を
目
的
と
し
て
「
五

○
○
点
満
点
運
動
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

達
成
さ
れ
た
方
に
は
、
達
成
証
と

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
す
。
瑞
浪

市
を
象
っ
た
五
○
○
点
マ
ッ
プ
は
、

市
民
体
育
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。平

成
９
年
１
月
か
ら
平
成
10
年
３

月
ま
で
に
達
成
さ
れ
た
方
は
、
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
片
桐
彦
助
（
寺
河
戸
町
）
18
回
目

◎
宮
脇
保
雄
（
寺
河
戸
町
）
10
回
目

◎
田
中
久
雄
（
明
世
町
）

６
回
目

◎
林
き
み
子
（
西
小
田
町
）
２
回
目

◎
奥
村
か
ず
枝　（
西
小
田
町
）　
２
回
目

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
し
有
能
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
岐
阜
県
選
奨
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
《
申
請
期
限
＝
５
月
22
日　

》

◎
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る

◎
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
あ
る

◎
修
学
に
十
分
耐
え
得
る
健
康
状
態
で
あ
る

◎
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る

◎
次
の
い
ず
れ
か
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

①
県
内
に
所
在
す
る
高
等
学
校
（
専
攻
科
お
よ
び
別
科
を
除
く
）
ま
た

は
盲
学
校
、
聾
学
校
も
し
く
は
養
護
学
校
の
高
等
部

（
月
額
一
万
二
千
円
、
た
だ
し
私
立
高
等
学
校
は
一
万
七
千
円
）

②
高
等
専
門
学
校
（
月
額
一
万
四
千
円
）

③
大
学
（
短
大
を
含
み
、
専
攻
科
、
別
科
お
よ
び
大
学
院
を
除
く
）

（
月
額
三
万
二
千
円
、
た
だ
し
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
を
受
け
る
場
合

は
一
万
六
千
円
）

◆
申
し
込
み
＝
岐
阜
県
教
育
委
員
会
　
総
務
課
ま
た
は
私
学
振
興
課

０
５
８
―
２
７
２
―
１
１
１
１

内
線
３
５
１
２
・
３
５
５
２

※
詳
し
く
は
、
在
学
す
る
学
校
の
奨
学
金
担
当
者
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

３
月
23
日
、
平
成
９
年
度
岐
阜
県

芸
術
文
化
活
動
等
特
別
奨
励
の
授
与

式
が
、
岐
阜
県
美
術
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

特
別
奨
励
は
、
芸
術
文
化
な
ど
の

活
動
で
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、

瑞
浪
市
文
芸
友
の
会
（
三
浦
登
子
郎

代
表
）
が
文
芸
活
動
の
普
及
振
興
に

よ
り
、
ま
た
、
中
山
尚
子
さ
ん
（
稲

津
町
）
が
デ
ザ
イ
ン
の
創
作
活
動
に

よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
浪
市
文
芸
友
の
会
は
、
「
み
ず

な
み
文
芸
」
の
発
刊
を
20
年
続
け
て

み
え
、
中
山
さ
ん
は
、
本
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
山
尚
子
さ
ん

瑞
浪
市
文
芸
友
の
会
の
三
浦
さ
ん

芸
術
・
文
化
活
動
で

県
特
別
奨
励
賞
を
受
賞

五五
〇〇
〇〇
点点
満満
点点
運運
動動
達達
成成
者者

岐岐

阜阜

県県

選選

奨奨

生生

のの

募募

集集



巡回日 ステ－ション 時　　　間

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

８日 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

半　　　　　原 15:30～15:50

14日 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

17日 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

平成10年４月15日号
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５月の移動図書館
こ ま ど り 号

今
月
の
ミ
ニ
展
は
、
大
湫
手
芸

手
袋
教
室
の
み
な
さ
ん
が
製
作
さ

れ
た
人
形
展
を
開
催
し
ま
す
。

人
形
は
、
軍
手
で
体
型
を
作
り
、

布
や
毛
糸
の
服
を
着
せ
て
、
丁
寧

に
作
り
上
げ
ら
れ
、
優
し
く
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
感
じ
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

人　　形　　展
５月７日～６月７日

９日

13日

15日

23日

27日

●日　時 平成10年５月から

第２・４水曜日　19時～21時

●場　所 総合文化センター

●申込先 市民図書館

★
こ
ん
な
に
図
書
館
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
★

市
民
図
書
館
は
、
昭
和
46
年
の
開

館
か
ら
26
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

の
間
に
、
図
書
館
の
利
用
状
況
も
随

分
と
伸
び
て
き
ま
し
た
。

図
書
館
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
、
情
報
の

窓
口
で
も
あ
り
ま
す
。
有
効
に
利
用

し
て
、
毎
日
の
生
活
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
、
ミ
ニ
展
に
展
示
す

る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
毎
月
開
催

し
て
い
る
ミ
ニ
展
は
、
図
書
館
で
集

め
た
い
ろ
い
ろ
な
資
料
や
、
み
な
さ

ん
が
製
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
作
品
の
展
示
を
８

回
開
催
し
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
出
展
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

★
図
書
館
ミ
ニ
展

作
品
募
集
★

登録者 蔵書冊数貸出冊数 主 な で き ご と

昭和46 004,036 004,544 005,013 ６月７日開館（旧警察庁舎改築）

昭和56 005,262 036,443 064,808

昭和58 007,818 041,635 120,937 ５月５日新館（現図書館）オープン

平成８ 017,058 125,865 194,528 ２月７日インターネット導入

平成９ 018,075 141,328 179,192 市内全中学校ネットワーク化完成

８月　移動図書館車

「こまどり号」巡回開始

平成２ 009,787 077,266 176,593
10月30日コンピュータ導入

12月 ７日瑞浪中とネットワーク化

平成３ 010,618 092,515 182,287
５月27日大湫図書室オープン

（約6,000冊配架）

区分
年度

●
ハ
ン
ガ
ー
に
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
を

か
け
る
と
、
す
べ
り
落
ち
て
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ハ
ン

ガ
ー
の
両
端
に
輪
ゴ
ム
を
巻
い
て

お
く
と
ず
り
落
ち
ま
せ
ん
。

●
ス
ー
パ
ー
の
袋
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

屋
さ
ん
で
く
れ
る
針
金
の
ハ
ン
ガ

ー
で
、
小
物
入
れ
が
で
き
ま
す
。

ハ
ン
ガ
ー
の
両
端
を
上
に
折
り
曲

げ
て
袋
を
広
げ
て
か
け
る
だ
け
。

部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
ひ
っ
か
け
て

使
え
ま
す
。
風
呂
場
の
洗
濯
物
入

れ
、
ト
イ
レ
の
ペ
ー
パ
ー
入
れ
、

ま
た
台
所
の
棚
の
取
っ
手
に
ぶ
ら

下
げ
て
ご
み
入
れ
に
と
、
と
て
も

便
利
で
す
。

●
障
子
の
引
き
手
は
裏
か
ら
紙
を
貼

り
ま
す
が
、
こ
の
紙
を
二
重
に
し

て
、
間
に
季
節
の
草
花
や
葉
っ
ぱ

を
は
さ
み
こ
む
よ
う
に
す
る
と
、

な
か
な
か
趣
が
あ
っ
て
い
い
も
の

で
す
。
（
資
料
…
暮
ら
し
の
び
っ

く
り
知
恵
袋
５
９
０
・
４
）

生
活
の
中
の
ア
イ
デ
ィ
ア
⑦
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◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

排
泄
、
身
体
の
清
拭
、
衣
類
の

着
脱
、
体
位
の
変
換
・
移
動
、
起

床
お
よ
び
就
寝
の
介
護
な
ど

◆
利
用
時
間

早
朝
帯
…
午
前
７
時
〜
午
前
９
時

昼
間
帯
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

夜
間
帯
…
午
後
５
時
〜
午
後
９
時

深
夜
帯
…
午
後
９
時
〜
午
後
10
時

午
前
５
時
〜
午
前
７
時

※
訪
問
時
間
は
、
30
分
以
内
で
す
。

（
た
だ
し
、
深
夜
帯
は
20
分
以
内
。）

◆
利
用
者
負
担

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
額

に
よ
り
、
一
回
当
た
り
無
料
か
ら

四
六
五
円
で
す
。
た
だ
し
、
深
夜

帯
に
つ
い
て
は
無
料
か
ら
七
五
〇

円
と
な
り
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

虚
弱
や
、
ね
た
き
り
な
ど
で
入

浴
が
容
易
で
な
い
高
齢
者
に
つ
い

て
、
移
動
入
浴
車
に
よ
り
、
家
庭

内
に
お
い
て
入
浴
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

◆
利
用
者
負
担

一
回
に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円

・
申
請
書

・
医
師
の
「
診
療
情
報
提
供
書
」

・
そ
の
他

福
祉
課
　

内
線
１
０
１

瑞
浪
市
硬
式
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

春
の
テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

◆
日
時
＝
５
月
17
日

・
24
日

・

31
日

（
予
備
日
＝　
６
月
７
日

）

10
時
〜
12
時

◆
場
所
＝
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
初
心
者
の
男
女

◆
参
加
料
＝
１
人
一
、
五
○
○
円

◆
募
集
人
員
＝
50
名
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限
＝
５
月
10
日

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

市
民
体
育
館

６
８
―
０
７
４
７

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
こ

い
の
ぼ
り
」
約
二
五
〇
匹
を
市
民
公

園
に
泳
が
せ
、
「
こ
い
の
ぼ
り
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

４
日

は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
や

っ
て
き
て
、
み
ん
な
と
い
っ　
し　
ょ　
に　

楽　
し　
い　
シ　
ョ　
ー　
を　
し　
ま　
す　
。　

ま
た
、
５
日

に
は
ミ
ニ
四
駆
大

会
も
行
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
＝
５
月
３
日

〜
５
日

10
時
〜
16
時

◆
場
所
＝
市　
民　
公　
園　（　
水　
辺　
の　
広　
場　
・　

駐
車
場
な
ど
）

◆
内
容
＝
①
マ
ス
つ
か
み
大
会
（
３

日
間
と
も
13
時
よ
り
…
無
料
）

②
ふ
わ
ふ
わ
恐
竜
ラ
ン
ド
（
無
料
）

③
ジ
ャ
ン
ボ
ガ
ラ
ポ
ン
（
４
館
共

通
券
購
入
の
小
中
学
生
）

④
わ
く
わ
く
縁
日
広
場
な
ど

◆
そ
の
他
＝
農
産
物
・
五
平
餅
な
ど

の
バ
ザ
ー

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が

や
っ
て
く
る
！

す
で
に
新
聞
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お
り
、
「
公
的
介
護
保
険

制
度
」
が
、
平
成
12
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

を
進
め
る
た
め
、
新
た
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ね
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
み
え
る
家
族
の
方

に
、
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

ご
相
談
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
24
時
間
対
応
型
（
巡
回
）

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

◎
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

地
価
公
示
は
、
国
土
庁
の
土
地

鑑
定
委
員
会
が
地
点
（
標
準
地
）

を
選
定
し
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ

る
鑑
定
評
価
を
基
に
、
毎
年
１
月

１
日
時
点
に
お
け
る
１
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
正
常
な
価
格
を
判

定
し
、
公
示
す
る
も
の
で
す
。

地
価
公
示
は
、
一
般
の
土
地
取

引
価
格
の
指
標
の
ほ
か
、
公
共
用

地
の
取
得
価
格
や
国
土
利
用
計
画

法
の
価
格
審
査
の
基
準
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
に
は
、
５
カ
所
の
標
準

地
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
照
会
先
＝
情
報
推
進
課

内
線
３
３
６

番号

瑞浪－１
（住宅地）
瑞浪－２

（住宅地）
瑞浪－３

（住宅地）
瑞浪５－１
（商業地）
瑞浪５－２
（商業地）

標準地の所在

一色町１丁目
87番

明世町山野内
字沼298番

西小田町４丁目
32番

寺河戸町字佃
1137番の11

土岐町字下河原
108番の12ほか

10年価格
（９年価格）

079,400
(079,900)
039,500
(039,500)
067,200
(068,100)
196,000
(206,000)
106,000
(111,000)

対前年
変動率

△ 0.6

0.0

△ 1.3

△ 4.9

△ 4.5

瑞
浪
市
民
公
園

「
こ
い
の
ぼ
り
祭
」

平
成
10
年
地
価
公
示
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確定申告書を提出した後に、

計算誤りなど申告内容に間違い

があることに気付いたり、うっ

かりして確定申告書の提出を忘

れている方はいませんか。

そのようなときは、速やかに

手続きを済ませましよう。

原則として、法定申告期限から１年以内に「更正の請

求書」を提出してください。税務署でその内容を検討し、

その請求内容が正当と認められれば、納め過ぎの税金が

還付されます。

すぐに「修正申告書」を提出して、不足する税金を納

めてください。この場合、不足分の税金のほかに、通常、

過少申告加算税や延滞税がかかります。

確定申告をしなければならないのに、申告書の提出を

忘れていた方は、すぐに「申告」と「納税」をしてくだ

さい。確定申告期限を過ぎてからの申告を「期限後申告」

といいます。この場合、本来納めるべき税金のほかに、

通常、無申告加算税や延滞税がかかります。

※更正の請求、修正申告、期限後申告の手続きなどにつ

いて、お分かりにならない点がありましたら、最寄り

の税務相談室または税務署ヘお尋ねください。

〈多治見税務署　 ２２－０１０１〉

青年海外協力隊は、国際協力事業団が実施している国

の事業です。開発途上国の人々の新しい国づくりのため

にあなたの可能性を試してみませんか。

協力隊事務局では平成1 0年度春の募集として、農林水

産から教育、スポ－ツなど約1 4 0職種にわたる約8 0 0名

を募集しています。派遣期間は２年間。現地生活費、往

復航空運賃等必要経費は国際協力事業団が負担します。

また、既婚者については、配偶者および子女の現地一時

呼び寄せ制度（１回・経費一部本人負担）があります。

◆募集期間＝４月15日 ～５月31日

◆応募方法＝願書を５月31日 までに事務局に提出

◆応募資格＝満20歳～満39歳までの日本国籍をもつ方

◆選考試験＝一次選考…６月21日 各都道府県で実施

筆記試験（技術・英語・適性テスト）

◆説 明 会＝４月22日 18時30分～

（場所…多治見市学習館　学習室Ｂ）

※問い合わせ＝国際協力事業団東海支部

０５２－２２１－７１０３

危険物取扱者試験および予備講習会が、次の日程で開

催されます。

《予備講習》

◆期　　日＝６月２日 ・３日

◆会　　場＝東濃西部総合庁舎

◆受付期間＝４月７日 から４月28日 まで

《試　　験》

◆期　　日＝６月28日

◆会　　場＝多治見工業高等学校

◆受付期間＝５月７日 から５月15日 まで

※問い合わせ・申込先＝消防本部予防課危険物係

６８－２００１

燦々とふりそそぐ陽を浴びて、仲間とともに体力づく

りをしませんか。

◆対　象＝原則として一般社会人（男女問わず）

◆会　費＝一般会員…１３，０００円（年額）

家庭婦人（ママさん）会員…１０，０００円

◆練習日＝毎週土・日曜日、祝日の午後から

（場所＝市民テニスコート）

◆問い合わせ・申込先＝福岡功洋（ ６８－４０８４）

※申し込みは電話で結構です。（申込期限なし）

稲津中学校では、稲津中学校創立5 0年の歩みを、木造

校舎で「教え」「学び」「遊んだ」各年度の先生や卒業生

による思い出や、写真で綴った記念誌「赤い甍」（Ｂ５

判・全226頁）を発刊しました。

一冊１，５００円で、取り扱っていますので、記念保

存版として、ぜひお申し込みください。

◆問い合わせ・申込先＝稲津コミュニティーセンター

68-3201 66-3815 

労働保険の平成９年度確定保険料と平成1 0年度概算保

険料の申告・納付手続きは、おすみになりましたか。

申告・納付期限は５月2 0日です。期限までに正しく申

告・納付を終えていただきますようお願いします。

申告書の書き方、内容などご不明の点は、岐阜労働基

準局（ ０５８－２４５－８１０５）または最寄りの労

働基準監督署にお尋ねください。

●危険物取扱者試験および
予備講習会のお知らせ

●稲津中学校創立50周年記念誌

『赤い甍』発売中

●確定申告が間違っていたとき

●瑞浪市ソフトテニス連盟会員募集

●青年海外協力隊募集

いらか

事業主の皆様へ

●「労働保険料の申告と
納付はお早目に」

税額を多く申告していたとき

税額を少なく申告していたとき

確定申告を忘れていたとき



◎４月よりペットボトルの収集をしています。
（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

ペットボトルの出し方
①マークを確認してください。
②キャップをはずしてください。
③中をゆすいでください。
④つぶしてください。
⑤資源ごみ収集日に出してください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ
さい。詳しくは、広報みずなみ３月１日号をご覧ください。
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相 談 コ ー ナ ー

母子相談
福祉課

内線１０４

●日時…５月１日 ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

移動家庭児童相談
福祉課

内線１０４

●陶児童館…５月６日 10時～12時

●稲津コミュニティーセンター

…５月６日 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…５月13日 10時～12時

●日吉コミュニティーセンター

…５月13日 13時30分～15時30分

勤労青少年の教養を深め、仲間づくりを進めるため、

教養講座を開いています。2 5歳までの働く青少年の方な

ら男女を問わず気軽に受講することができます。

お誘い合せのうえ、ご応募ください。

☆料理教室《会場＝稲津公民館》

◆講師＝小木曽　都先生

◆学習日＝第１・３火曜日（18時30分～20時45分）

☆ペン習字教室《会場＝共同福祉施設》

◆講師＝黒木　瑞石先生

◆学習日＝第１・３火曜日（19時～20時45分）

☆着物着付マナー教室《会場＝共同福祉施設》

◆講師＝沼田　玲子先生

◆学習日＝第２・４木曜日（19時～20時45分）

☆お花教室（池坊）《会場＝共同福祉施設》

◆講師＝成瀬　四方子先生

◆学習日＝第１・３金曜日（18時30分～20時45分）

☆お茶教室（表千家）《会場＝共同福祉施設》

◆講師＝成瀬　四方子先生

◆学習日＝第２・４金曜日（18時30分～20時45分）

●申込締切り＝４月30日

●問い合わせ・申込先＝商工課（ 内線４９９）へ電話

でお申し込みください。

※受講料は無料です。（ただし、教材費は実費負担。）

●勤労青少年教養講座
～講 座 生 募 集～

『瑞浪市まちをきれいにする条例』が４月１日より施行されました。

自分たちのまちは、自分たちの手できれいにしましょう。

収集日

１日

６日

７日

８日

11日

12日

13日

14日

15日

18日

19日

20日

21日

22日

25日

26日

27日

28日

29日

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

鶴城、鶴城団地、市原

小田町、西小田町、和合町

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、

朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

栄町、元町

小田町、西小田町、和合町

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

一日市場、木暮、清水、

朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、

下沢、奥名、庄ヶ洞、

仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、

宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

本町、浪花、中組、竜門、

益見、上平町

釜戸町（宿、西大島、

中大島、東大島、竜吟団地）、

大湫町

釜戸町（上記以外の地区）

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

宮前町、高月町、下沖町、

須野志町

一色町、樽上町、公園、

上野町、ひばりヶ丘

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

鶴城、鶴城団地、市原

収　　　集　　　地　　　区

不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります



健診・相談名

６ヵ月児健康相談

および離乳食教室

１ 歳 ６ ヵ 月 児

健 康 診 査

１ 歳 ７ ヵ 月 児

歯 み が き 教 室

２歳児歯みがき教室

２ 歳 ６ ヵ 月 児

歯 み が き 教 室

実施日

５月７日

５月15日

５月12日

５月13日

５月20日

受付時間

９時30分　　あ

～９時45分

12時30分までに

お集まりください

９時～11時

13時～15時

９時～11時

対　象　者

平成９年11月生まれの子

平成８年11月生まれの子

平成８年10月生まれの子

平成８年５月生まれの子

平成７年11月生まれの子

そ　　の　　他

母子健康手帳をご持参ください。

保護者の歯科検診も同時に実施します。

母子健康手帳をご持参ください。

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。

※母子健康手帳・使用中の歯ブラシをご持参

ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。
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●基本健康診査・胃・大腸・肺がん検診

●子宮（頸）がん集団バス検診

●乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

● ポ リ オ 予 防 接 種 ●
◆時間＝８時30分～11時30分

◆料金＝個人負担1000円

◆対象者 ＝満 4 0歳以上の方

で、職場・病院などで健診

を受ける機会のない方（た

だし、高血圧・心臓病など

の内科疾患で治療中の方は

除く）

◆内容 ＝●血圧測定、検尿

（糖、蛋白、潜血）

●心電図

●血液検査…コレステロー

ル（総・ＨＤＬ）、中性脂

肪、貧血、肝機能（ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ－ＧＴＰ）、

血糖、腎機能（クレアチニン）

●眼底検査（必要な方のみ）

※健診と同時にがん検診（胃・大腸・肺）を実施します。

がん検診を希望される方は、電話で保健センターへお

申し込みください。〈定員あり 料金：各500円〉

※当日は、絶食で来てください。

※健康ファイルと健診結果のある方は持参してください。

場　所 期　日

稲津コミュニ

ティーセンター

５月11日

５月12日

５月13日

５月14日

５月15日

５月20日

５月21日

５月22日

５月26日

５月27日

５月28日

５月29日

日吉コミュニ

ティーセンター

釜戸コミュニ

ティーセンター

陶 コ ミ ュ ニ

ティーセンター

期　　日

５月８日

５月12日

５月14日

５月19日

場　　　所

保健センター

日吉コミュニティーセンター

稲津コミュニティーセンター

陶コミュニティーセンター

対　象　地　区

土岐町・上平町

日吉町

稲津町

陶町

寺河戸町・樽上町・一色町・

上野町・宮前町・高月町・

明世町・薬師町・松ケ瀬町

釜戸町・大湫町

山田町・明賀台・小田町・

西小田町・和合町・

下沖町・須野志町・学園台

保健センター

釜戸コミュニティーセンター

保健センター

５月21日

５月25日

５月29日

◆受付時間＝日吉・釜戸・陶コミュニティーセンター

……………………………14時～14時45分

稲津コミュニティーセンター…14時～15時

保健センター ……………13時30分～15時

◆対象者

〈初回〉平成９年７月～平成10年１月までの出生児。

〈追加〉平成９年２月～平成９年６月までの出生児。

※満７歳半（9 0ヵ月）未満でまだ２回投与し

ていない児も含む。

◎母子健康手帳と予診票（記入のうえ）を持参してくだ

さい。

期日 時間 場所 負担額

５月11日 13時～14時 保健センター 500円

●対 象 者…30歳以上の女性（定員60名）

●申し込み…電話で保健センターへ

●健康相談 〈場所＝保健センター〉

◆乳幼児相談…５月６日 ９時30分～11時

乳幼児の身長・体重測定や育児相談

◆栄養相談…５月６日 ９時～15時 ※要電話予約

栄養士による相談（乳幼児から成人・老人まで）

◆医師による健康相談…５月６日 14時～15時

血圧測定、検尿、医師による個別相談


